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本学における電子図書館システムの役割は、電子図書館システムを運用し利用者に

サービスを提供するだけでなく、電子図書館を中心とした情報サービスシステムがど

のような方向性を持ち発展していくかを検討しそれを実現する研究的側面も有する。

特に後者は、本学が次世代電子図書館像を示し関係する分野において牽引役を勤める

ために重要な要素である。

現行の電子図書館システムは、1996年より実運用を開始しているが、これまで電

子図書館に関する研究的活動l事情報科学研究科及び情報科学センターにおいて個別に

行われてきた。しかし、運用と研究という相反する役割を円滑にかつ効果的に進める

ためには、これらをまとめる中心的役割をする組織が必要となってくる。そこで、1998

年6月に附属図書館研究開発室が設置され、この任にあたることとなった。研究開

発室には、専任の助手2名、事務官1名、兼任の助教授2名（情報科学研究科及び情

報科学センター）が配置され、電子図書館にかかわる研究開発を進めるとともに、導

入される電子図書館システムの設計にもかかわっている。また、5名のRAとともに

電子図書館システムにかかわるソフトウェア開発も行っている。さらに、1999年度

より情報科学研究科より研究開発室に学生が配属され研究開発に携わるようになって

いる。現在は2名の学生がそれぞれの研究活動を行っている。

このような状況において研究開発室の役割は以下のように考えている。

●　次世代電子図書館システム及び情報サービスシステムに関する研究及び技術開発

●　情報科学研究科及び情報科学センターにおいて行われている関連研究のとりまと

めと統合技術の研究開発

●　現行電子図書館システムの運用技術開発

●　次期電子図書館システムの設計支援

研究開発室設置から1年強が経過し、ここでの活動もようやく軌道に乗りはじめ

た状況にある。現在ここでは以下に示すような研究テーマを中心に研究が進められて
いる。

●　情報検索技術

単純な情報検索でなく、意味検索やシソーラス検索、あるいは画像検索といった高

度な検索技術の研究開発を行っている。

●　マルチメディア技術

Gigabitクラスのネットワークを背景に、ビデオストリームなどのマルチメディア
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情報背信の仕組みについての研究開発を行っている。また、ソフトウェアなど本学に

おけるプロダクトなど、従来の図書館では扱うことが困難であった情報を取り扱う仕

組みについての研究開発も行っている。

●　情報発信

電子図書館の重要な役割の一つとして、持っている情報をいかに効果的に発信する

かがある。特に本学においては、先端科学技術にかかわる情報を広く伝えることが電

子図書館の大きな課題である。現在、授業を素材として、リアルタイム型と蓄積型の

発信のメカニズムについて研究開発を行っている。

●　情報ナビゲーション

現在インターネットでは、電子図書館だけでなくさまざまな情報が分散配置されて

いる。これらの情報には非常に有益なものから、全くの雑音にすぎないものまでさま

ざまなものが存在している。こうした中で正しく必要な情報に到達するようガイドす

る役割は、電子図書館の重要な機能であろう。こうした情報ナビゲーション機能を実

現するための研究開発を進めている。特に、各情報に対して解説や整理、分類などを

行うためのメタデータを付与するための技術について研究を行っている。

●、サーバ聞達携

電子図書館システムは、それ単体で利用されるものでは無い。オンラインジャーナ

ルを始めとしてインターネット上のさまざまな情報と有機的に組み合わせて利用する

ことが、情報を有効に利用するために不可欠である。このような時にサーバ同士を連

携させこれらを有機的に続合する技術は非常に重要である。現在、このような機能を

実現するため複数の検索サーバを協調動作させるための仕組みに関する研究を進めて

いる。

これらの研究はまだはじまったばかりであり、やっと成果が出はじめたところであ

る。本レポートはこうした成果を中心に編集を行っている。これらに対して、積極的

なご意見を賜るとともに、研究開発室の今後の活動にご期待いただければと考える次

第である。
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